
 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

  

 

 

  

世界中に、そして、日本国内にもコロナウイルスの感染が広がっていま

す。２月２７日安倍首相が全国の小・中学校、高校、特別支援学校の臨時

休業を呼びかけました。この記者会見を受け、山形県教育委員会が、翌日

県の方針を出し、飯豊町にある５つの小・中学校も休業することとなりま

した。 

  

 あまりにも突然のことでしたので、学校も対策に追われました。 

まず、３月２日（月）に予定していた「６年生を送る会」を急きょ２月２８日（金）に実施す

ることにしました。登校後すぐに、在校生と教職員で会場準備に取りかかりました。そして、引

き続き、「６年生を送る会」を実施しました。この時点で既に、１年生から５年生の子ども達は、

お世話になった大好きな６年生への感謝を伝える準備をしていましたし、６年生も在校生や先生

方へのメッセージを準備していましたので、最後の交流の時間を実現できたことは、本当に良か

ったと思います。 

また、春休みに取り組ませる課題の準備もまだ整っていなかったので、急きょドリル等を活用

した宿題を準備しました。２月末に実施した学力検査に向けて早めに学習を進めていた、国語、

算数、社会、理科については、ほぼ学習内容を履修していますが、音楽や図工など技能系の教科

の学習については、少し残ってしまったものもあります。未履修の内容については、状況を見な

がら、内容を絞って、次の学年に進級してから学習させたいと考えています。 

「連絡票」については、飯豊町全ての小・中学校が、「郵送」にて、各ご家庭にお届けするこ

とになりました。「追加分の課題」がある場合は、一緒に郵送させていただきます。進級、進学

に向けた準備もこの期間に進めていただきますようお願いいたします。 

 「卒業式」は、当初計画した３月１８日（水）に実施いたします。ただし、通常通りの形では

実施できません。ご来賓はお呼びせず、在校児童も参加しません。卒業児童、保護者、教職員の

みが参加します。国歌、校歌をはじめとした「歌」や「呼びかけ」も行いません。結果として、

「卒業証書授与」と「校長式辞」のみとはなりますが、この状況の中では、実施できるだけ幸せ

なのかもしれません。 

 今年度卒業を迎える７人の子ども達も、後輩、教職員、保護者の 

皆様や地域の皆様に多くの感動を与えてくれた子ども達です。でき 

る事は限られますが、心づくしの卒業式をすべく準備を進めています。 

 なお、今後もご家庭への連絡は緊急メール「マメール」にてさせていただきますのでご了承く

ださい。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

３月２日（月）「６年生を送る会」を行いました。これまで子ども達のリーダーとして，全て

の面において手本となる行動、活躍をしてくれた６年生。その６年生に、１～５年生が感謝の気

持ちを伝える会です。４・５年生が中心となって企画をし、それぞれの学年が役割分担をしてこ

の日のために準備や練習をしてきました。急な休業を行うことになったため、朝から大急ぎで活

動し、開始予定時刻を少し遅らせて、何とか会場準備も整いました。６年生に関するクイズやゲ

ーム、プレゼントなどをしながら全校での触れ合いの時間は感動の連続で過ぎていきました。 

 最高学年としてあるべき姿を自分たちの行動で見せ続けてきた６年生の子ども達は、１～５年

生のあこがれであり、目標であったと思います。すばらしい姿で１８日の卒業を迎えるはずです。 

１～５年生の感謝の心と、後を託す６年生の思いが通い合ったすてきな時間でした。 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６年間の小学校生活を終え、７人の６年生が添川小学校を巣立ちます。 

 遠藤 冬生 君 （中洞） 菊地 駿太 君（松原） 㑹田 咲雪 さん（昭和） 

 遠藤 佳帆 さん（昭和） 後藤 和希 さん（昭和）船山 愛莉 さん（大旦） 

 

本間 庵里 さん（松原）  

 

  

   


